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　 2年前、私はベトナムのセンターで 7か月程日本語を
勉強して、すごい自信を持っていました。日本に来たら、
どんな仕事でもできると思いました。しかし、実際はそ
うではありませんでした。気付いたら、自分の努力はま
だまだ足りないのです。
　 3日間、実習の見習いをしました。その時は先輩達が
熱心に優しく教えてくれたおかげで、仕事がうまく行き
ました。ある日、初めて課長の指示を受けました。私は
気が付きました。それは外国で働くとはそう簡単ではな
いことを。
私の住んでいる所は三重県で、ほぼ関西弁を使っていま
す。日本語に自信のあった私は課長が何を言っているの
かぜんぜん理解できませんでした。特に方言が難しいで
す。どう答えたらよいか困惑している私は組合で勉強し
た事を思い出しました。先生達は「理解できなかったら
分かりません。」と返事するべきだと教えてくれました。
ですから私は「すみません分かりません」とすぐに答え
ました。しかし、課長はちょっと怖い顔をして、ため息
をついていました。その時は先輩が分かりやすく説明し
てくれました。

一週間後、だんだん仕事に慣れてきましたので、先輩は
別の作業をしました。私は一人で仕事をしました。責任
を持って、もっと頑張らなきゃと決心しました。
私の会社はあまり大きくないので、課長は一人で皆の工
程を管理しますから、いつも忙しく動いています。ある
日、仕事が終わってから管理表を書こうとしていると、
課長が「書かんでもええ」と言いました。課長がなぜ
「書かんでもええ」と言ったのか私は理解しています。
なぜなら、この日の作業は管理表に書かなくてもいい作
業だったからです。その事は先輩に聞いて知っていまし
た。しかし、頭でわかっているだけで、うまく返事がで
きない間に課長は行ってしまいました。私は戸惑って課
長の姿を見ました。課長は次の作業台に立って隣にいた
リーダーと 2人で「たぶん日本語がわからんやろなあ」
と私を見て笑ってました。でも私は「わかっています
よ。それは書く必要がないという意味じゃないです
か？」と 2人に言いたかったですが、わかっていても答
える事ができなかった自分が不甲斐なく悲しかったで
す。その時から、頭の中に強い意志がわきました。“勉
強しなきゃ！！” 聞き取れるだけでなく自分の思いを
ちゃんと伝えられるように関西弁や中級を勉強し始めま
した。その結果、皆と話せたり仕事も困る事が少なくな
り 2年目にＮ 2に合格しました。
　夢のない私は課長の指示のおかげで、夢を持つように
なりました。目標を達成するため今、上級を勉強してい
ます。必らず夢を叶えて「私は通訳者だ」と自信に溢れ
て言える日が来るように走り続けます。
　課長、ありがとうございました。あと一年よろしくお
願いします。

課長の指示

　皆さん初めまして。私はインドネシアから技能実習生
として来日したプトリと申します。現在、日本の高齢者
施設で介護士として働いています。介護の仕事を皆さん
に知っていただきたくて、私の業務や心掛けている事を
紹介したいと思います。
　介護の仕事は心身ともにケアし、高齢者の生活をサ
ポートします。朝の整容に始まり、食事のお世話、トイ
レ誘導、オムツ交換、入浴介助や着替えなど様々な行為
があります。また、心のケアも大切です。特に今はコロ
ナの影響で家族との面会ができず、入所者も家族も不安
でいっぱいだと思います。その不安を少しでも安心に変
わるように私の勤める施設では毎月、介護職が家族へ施
設での様子をお知らせする手紙を書いています。手紙を
読んで家族からお礼の手紙をいただいた時はとても嬉し
く、やりがいを感じます。最初の頃は日本語も不十分で
人間関係も上手くいくか不安でいっぱいでした。
　高齢者への対応は気持の理解が大切です。人間は年を
とると子供に戻ると言います。高齢者の気持を考えて少
しでも寄り添えるようにしたいと思いますが、時に高齢

者からの心ない言葉に傷つくこともあります。そんな時
は「仕事に行きたくないなぁ」と思う事もありますが、
入所者の笑顔に満ちた挨拶で迎えてもらったり「ありが
とうね。」とか、帰りには「気をつけて帰りなさいよ。」
と言われると、私の心は春色になります。入所者のため
に、何ができるのか、どうすれば穏やかな毎日を過すた
めのお手伝いができるのかを考えて仕事をしています。
たとえば、大好きな花のことや、前に飼っていたペット
の話、また昔の歌を教えてもらったり施設のクラブ活動
で入所者にインドネシアの歌やインドネシア式じゃんけ
んをして心の交流をしています。クラブ活動の日は私
達、実習生も母国の事を知ってもらえて嬉しいですし、
何よりも入所者のすてきな笑顔に包まれて心から「これ
は何んて楽しく、やりがいのある仕事なんだろう」と思
います。私は１2月に実習期間が終るとインドネシアに帰
りますが。日本で経験した仕事はもちろん、日本文化や
日本人のまじめに仕事に取り組む姿勢を見習い細やかな
心くばりを両親をはじめ、母国の若いインドネシアの後
輩に伝えてゆきたいと思います。
　日本に来て、介護の仕事に巡り合えた事を感謝し、一
生の宝物にしたいと思います。

大好き。おじいちゃん、おばあちゃん ありがとう、日本




